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皆さん、こんにちは。今月号から、アイ

デアや工夫にまつわる皆さんの疑問にお答

えしていくことになりました。これまで、

「新しい工夫やアイデアをどうしたら特許

として登録できるの？」、「費用は？」 と

いった具合に、いろいろな疑問があったこ

とと思います。そういった身近な様々な疑

問にお答えしていきたいと思っています。

皆さんの疑問をどしどし編集部の方へお送

りください。特許や実用新案といった知的

財産権の専門の教授にお伺いしながら、

Q&Aの形でお答えしていきます。

さっそくパテ丸と博士のご質問にお答え

するために教授に聞いてみましょう。

ソニーやホンダの特許を調べたい

編集部：というわけで、教授、特許につ

いて調べたいと思うんですが、どうやっ

たらいいんでしょうか？

教授：テレビなどでも良く見かけるソニー

のAIBOやホンダのASIMOですが、こうし

た最先端のロボットには、もちろん数百件

もの多くの特許がとられています。そもそ

も特許とは、新しい価値ある技術的発明

に対して、それを尊重して、一定の期間、

独占することが認められた権利をいいます

（法的に守られているということですね）。

たとえば最近の人間型ロポット（ヒュー

マノイド）は、二足歩行できるようにする

ためにいろいろなアイデアが使われている

わけですから、当然、いろいろな特許がと

られていることになります。こういった特
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編集部�
博士やパテ丸の数少ない友人。
知的財産権に詳しい教授と�
親しい。�

パテ丸�
博士の開発したロボット。�
人工知能を搭載してはいるが、�
まだまだ未完成。�

博士�
ロボットの知識は豊富。�
最近、知的財産権の勉強を�
はじめた。�


